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皮膚は、接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎や免疫
寛容などの多彩な免疫反応を誘導する人体最大
の免疫臓器である。近年、皮膚バリアの破壊が
アトピー性皮膚炎のみならず、気管支喘息などの
アレルギーを誘導することが報告され、皮膚の全
身免疫・アレルギーにおける役割の重要性が認識
されつつもその詳細は明らかにされていない。

外来抗原に対する皮膚免疫応答の多様性
の獲得機序の解明
多様性獲得機序に関して抗原のサイズと責任
樹状細胞サブセットの同定や好塩基球の役割
の関与などの観点から包括的に解明した。従
来の研究成果が各研究者の取り扱う細胞レ
ベルや一つの分子レベルでの解析に留まるの
に対して大局的に捉えた点に先進性がある。

皮膚を現場とした免疫応答機序の解明
我々は、皮膚炎発症時に、樹状細胞とメモ
リーＴ細胞がリンパ濾胞様の構造を呈すること
を世界に先駆けて見出した。効率的な抗原特
異的免疫応答を誘導することを可能にするシ
ステムが皮膚に存在する事を意味する。

皮膚免疫の全身免疫における位置づけの
明確化
カエデマウスという国内で作製されたマウスを
用いて皮膚と全身他臓器間のクロストークを
細胞レベルで解明した。

「皮膚は二次リンパ器官としての役割を果たす」、
「皮膚免疫を制御することにより全身免疫をコン
トロール可能である」という独自の仮説に基づき、
皮膚免疫応答の多様性や可塑性の獲得メカニ
ズム、皮膚免疫と全身免疫とのクロストークに迫
ることが本研究の目的である。
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単なる末梢の臓器と思われていた皮膚には、
免疫応答を様々に誘導する機能を有すること
が見出された。今後、この機能を自在にあや
つることにより、アトピー性皮膚炎をはじめとす

る皮膚疾患の治療のみならず、腫瘍免疫・ワ
クチン療法などへの応用が期待される。
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各種外来抗原によりアトピー性皮膚炎（AD)などを誘導する機
序が明らかとなった。

炎症の誘導に伴い、樹状細胞（CD11c-YFPマウスのため
緑色として描出）とメモリーＴ細胞（赤色）が一時的に集積を
形成する。


